






研究目的 

近年の周産期医学の進歩は著しく,我が国の周産期死亡率も年々減少してきている。しかし

,依然として,残された課題は多く,特に母児の救急体制,合併症妊娠の管理,異常妊娠,特に

妊娠中毒症の管理，周産期情報のシステム化などが挙げられる。本研究班においては以上

の四課題に重点をおき,具体的な提言,管理指針の提示を行うことを目的とした。 


